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水 道 ビ ジ ョ ン 改 定 の 経 緯

1

本市は、SDGs の理念に沿った基本的・総合的取組を推進する地域として、令和元年度に国から
「 SDGs 未 来 都 市 」 に 選 定 さ れ て い ま す 。 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ： SDGs （ Sustainable
Development Goals)は、平成27年の国連サミットにおいて採択され、世界共通の目標である
17 のゴールと 169 のターゲットを設定しています。水道事業においても、こうした SDGsの理念
を踏まえた取組を進めていきます。

SDGｓを踏まえた小田原市水道事業の取り組み
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第6次小田原市総合計画「2030ロードマップ1.0」

小田原市SDGｓ未来都市計画

小田原市立地適正化計画

小田原市の上位計画等
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平成30年に改正された水道法や令和元年に告
示された「水道の基盤を強化するための基本的な
方針」を踏まえ、前回のビジョンの改定から7年が
経過したこと、さらに本市水道事業の高田浄水場
再整備事業の実施に伴う事業計画の見直し等が
生じたことから、水道ビジョンの改定を行うこと
としました。

水道施設の耐震化等を通して、
持続的に安全な水を利用し続け
られるようにします。

高田浄水場に太陽光発電設備
を導入します。

水道施設の耐震化や停電・浸水
対策等により安心安全なインフ
ラの構築を進めていきます。

水道施設の効率的な維持管理
や健全な経営により、市民生活
の基盤を維持しています。

太陽光発電設備の導入や浸水
対策や降灰対策などに取り組ん
でいきます。



２

基本理念である“いつまでも安心でおいしい水をお届けします”を実現するため、国の新水道ビ
ジョンの理想像である「安全」、「強靭」、「持続」の3つの観点を柱に、水道事業を取り巻く社会情勢
を踏まえ、将来像を掲げました。

その将来像の実現に向け、水道事業の様々な課題の解決を図ることはもとより、第6次小田原市
総合計画におけるまちづくりの目標及びSDGｓにおける持続可能な開発目標などを踏まえ、８つの
基本施策と24の個別施策を次のとおり定めました。

水 道 事 業 の 将 来 像 と 施 策 設 定

基本理念

いつまでも安心でおいしい水をお届けします

観点 将来像 基本施策

1-1 水安全計画の運用

1-2 水質監視の継続実施

1-3 鉛製給水管対策

1-4 おいしい水の追求

2-1 浄水施設の耐震化

2-2 配水施設の耐震化

2-3 管路の耐震化

3-1 水道施設の老朽化対策と規模の適正化

3-2 水道施設の維持管理の充実

3-3 漏水対策

４．危機管理対応の 4-1 断水リスクの軽減

　　強化 4-2 多様な災害への対応

4-3 危機管理体制の充実

4-4 応急給水・復旧体制の強化

5-1 公民連携の推進

5-2 デジタル技術の活用

5-3 継続的な事業運営

6．お客様サービスの 6-1 窓口サービスの向上

　　向上 6-2 広報活動

7-1 水道技術の継承

7-2 人材の有効活用

7-3 広域連携

8.環境に配慮した 8-1 脱炭素社会実現に向けた取り組み

　 取り組み 8-2 都市環境への対応

持続
健全経営を保つ
水道

５．事業経営の効率化

７．組織力の維持向上

個別施策

安全
安全でおいしい
水道

1．安全な水質の維持

強靭
災害に強い
水道

２．水道施設の耐震化

３．水道の安定供給
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将 来 像 ｜ 安 全 で お い し い 水 道

将 来 像 ｜ 災 害 に 強 い 水 道

本市水道事業最大の基幹施設である高田浄水場の更新を着実に実施し、令和１1年度の完成を目
標としています。

浄 水 施 設 の 耐 震 化３

再整備後の高田浄水場イメージ

「浄水施設の耐震化率」
R2：１３.０％ → R13：９８.５％

水道水の危害分析・管理措置をまとめた水安
全計画の運用を継続し、安全な水質の維持に
努めます。

水 安 全 計 画 の 運 用１

水質分析機器の整備や職員のスキルアップに
努め、臭気や油を検知できる設備の新規導入
や、毒劇物等の汚染を検知できる設備の更新
による水質異常の検知能力の向上を図ります。

水 質 監 視 の 継 続 実 施2

バイオアッセイ設備（魚類監視装置）のイメージ

水質管理

水源管理

浄水管理

配水管理

（お客様）

 

【水安全計画】

危害分析

管理措置

水源から蛇口
までの

一体管理



４

重要給水施設や中心市街地に水道水を供給する久野配水池の耐震化を着実に実施するとともに、
他の配水施設についても耐震化の検討を進めます。

配 水 施 設 の 耐 震 化

場内配管の耐震化工事

４

本市独自に管路の耐震性レベルを３段階に設定します。また、令和１３年度までに耐震性に乏しい
レベル０非耐震管に分類される基幹管路の解消を目指します。

管 路 の 耐 震 化５

分類 解説 管種（継手形式）

Lv.0 非耐震管
耐震性に乏しく、地震時に破損する可
能性が高い管路

ねじ鋼管
普通鋳鉄管（印ろう形）　など

Lv.1 耐震管 震度６弱でも一定の耐震性がある管路 ダクタイル鋳鉄管（A形・K形等）

Lv.2 耐震管
震度６強以上でも一定の耐震性がある
管路

タグタイル鋳鉄管（NS形、GX形等）
溶接鋼管
高性能高密度ポリエチレン管　など

池内配管の耐震化工事

漏 水 対 策６

漏水の多いねじ鋼管を中心とした配水支管の更新を
進めるとともに、給水管の更新も進め、漏水件数の削
減に努めます。また、漏水調査についても、ICTやAIを
活用した新たな漏水調査方法の検討を行います。

漏水件数全体
1,850件

給水管
1,５81件 85％

配水管
269件 15％

過去１０年間の漏水実績配水管の漏水修理の様子

「配水池の耐震化率」
R2：５８.７％ → R13：７０.６％

「基幹管路の耐震率」
R2：９２.５％ → R13：１００％

「漏水率」
R2：１３.０％ → R13：１０.０％



５

将 来 像 ｜ 健 全 経 営 を 保 つ 水 道

第二水源地に深井戸を増設し、高田浄水場が担う配水量の軽減を図ります。また、配水系統のエ
リア変更を行うことで、酒匂川横断管３本を予備管とし、津波による断水リスクを解消します。

断 水 リ ス ク の 低 減７

高田浄水場再整備事業をDBO（Design
Build Operate）方式によって実施し、水道
法上の責任の一部を受託者が負う「第三者委
託」を導入します。

公 民 連 携 の 推 進８

水道管路情報管理システムの充実や設備台
帳システムの導入に努めます。また、水道ス
マートメーターなどの新たなIoTについても調
査・検討を行い、一層の事業経営の効率化に努
めます。

デ ジ タ ル 技 術 の 活 用９

ドローンによる水管橋の点検の様子

多様な媒体によりイベントや断水情報といっ
た様々な情報を広報し、「水道は、自分を含む
みんなの財産」という意識の醸成を図ります。

広 報 活 動10

高田浄水場への太陽光発電設備の導入や、高
効率機器の活用、庁舎照明のLED化による省
エネルギー対策を進めます。

脱炭素社会実現に向けた取り組み11

水道週間でのパネル展示

太陽光パネル設置のイメージ



６

経 営 戦 略

財 政 目 標

１ 令和13年度末時点の内部留保資金を12億円確保します。

２ 可能な限りプライマリーバランスを確保するよう努め、令和23年度末時点の
企業債未償還残高が１００億円を下回るようにします。

投資財政計画
水道事業の経営環境が厳しさを増す中、経営の効率化を最大限
図ったとしても、将来的な水道料金の見直しをせずに経営の健全
化を維持することは困難な状況になると予想されます。

項目 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

水道事業収益 3,229 2,883 2,826 2,779 2,732 2,686 2,637 2,595 2,554 2,512

営業収益 2,592 2,458 2,409 2,365 2,323 2,287 2,242 2,203 2,166 2,127

営業外収益 637 425 417 414 409 399 395 392 388 385

水道事業費用 3,098 2,734 2,755 2,723 2,861 3,002 3,108 2,924 2,850 3,041

営業費用 2,798 2,596 2,624 2,593 2,724 2,834 2,929 2,748 2,675 2,875

営業外費用 300 138 131 130 137 168 179 176 175 166

当期純損益 131 149 71 56 △129 △316 △471 △329 △296 △529

資本的収入 995 793 1,190 1,729 4,148 2,270 930 1,170 370 370

資本的支出 2,196 1,888 2,369 3,041 6,178 3,967 2,378 2,698 1,704 1,715

内部留保資金 1,994 2,197 2,289 2,303 1,856 1,450 886 429 79 △323

フ ォ ロ ー ア ッ プ

本ビジョンで示す将来像に向け、施策を進めるなかで、推進状
況とその効果について５年を目途に業務指標 PI に基づき分析
し、業務やサービス水準、経営状況等がどのように変化・改善し
ているかを評価します。

計画と達成状況に大きな乖離が見られた場合は適宜計画の見
直しを行います。見直しに当たっては、計画の修正点・改善点を
反映させて実行するＰＤＣＡサイクル（「計画（Plan）－実施（Do）
－検証（Check）－見直し・改善（Act）」）を活用し、継続的に進
捗を管理していきます。

（単位：百万円）



〒250-0296 小田原市高田401
電話 0465-41-1202（代）

小田原市
上下水道局

小田原市の水道施設

小田原

根府川

中河原配水池

第三水源地
中曽根補助水源地

久野配水池

新久野配水池

諏訪原配水池

水之尾配水池

城南減圧水槽

石橋配水池

米神配水池
根府川高区配水池

江之浦
配水池

石橋水源地

米神水源地

根府川第一水源地

根府川第二水源地

根府川第三
水源地

根府川低区
配水池

第一水源地

狩
川

小峰配水池

根府川第一浄水場

根府川第二
浄水場

高田浄水場

下曽我加圧ポンプ所

板橋加圧ポンプ所

根府川加圧ポンプ所

第二水源地

県営水道給水区域
（橘地区）

相 模 湾

飯泉取水
ポンプ所

凡 例

中河原配水系統

久野配水系統

小峰配水系統

片浦配水系統

県営水道給水区域（橘地区）

水源地

浄水場

配水池

加圧ポンプ所

導水管

送水管

市境


